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注1）陸域、河川の影響と海域環境のエリアに記載されている赤四角で囲まれた項目は、気象、海象の影響の「日照、風・降雨（台風）」の影響を受ける項目である。 

注2）黒線太矢印は問題点の長期的な変動要因になる可能性が高いもの（寄与度の大小を示すものではない）、黒線矢印は現在検討中である。 

図 1 問題点と原因・要因との関連の可能性（検討中：途中経過）：八代海 
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